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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する四
半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 21,469 1.2 1,781 △4.8 1,822 △0.1 1,400 6.0
29年3月期第1四半期 21,206 1.4 1,872 27.5 1,823 20.9 1,320 32.7

（注）包括利益 30年3月期第1四半期  2,824百万円 （―％） 29年3月期第1四半期  △874百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 86.63 86.54
29年3月期第1四半期 75.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第1四半期 112,234 58,216 51.4
29年3月期 109,648 53,916 48.7
（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 57,677百万円 29年3月期 53,375百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 33.00 ― 33.00 66.00
30年3月期 ―
30年3月期（予想） 33.00 ― 33.00 66.00

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 44,000 4.7 3,550 10.3 3,500 26.7 2,400 86.7 147.45
通期 90,000 3.2 7,500 6.2 7,300 12.5 5,100 17.8 312.23



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 
新規 －社 （社名）                、除外 1社 （社名）理研食品（大連）有限公司 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ.8「２．四半期連結財務諸表及び主な注記、(3)四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会
計処理の適用）」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.3「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 20,352,550 株 29年3月期 20,352,550 株
② 期末自己株式数 30年3月期1Q 3,961,177 株 29年3月期 4,466,177 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 16,161,373 株 29年3月期1Q 17,591,565 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績・雇用環境の改善が続き、緩やかな回復基調で推移

しております。個人消費につきましても緩やかに回復の兆しを示しておりますが、人手不足の深刻化など新たな課

題も顕在化しております。一方、海外経済は、米国、欧州ともに拡大基調が継続しておりますが、各国の政治政策

動向及び地政学的リスクによる先行き不透明感は払拭出来ずに推移しました。 

 

食品業界においては、食の安全・安心への取り組み強化が、フードディフェンスを含め強く求められており、少

子・高齢化による競争激化が進む国内市場への対応や、成長が見込めるエリアを見極めたグローバル展開に繋がる

戦略構築が強く求められる状況にあります。 

 

このような事業環境のもと、当社グループでは、平成27年４月より平成30年３月までの３年間を対象として、 

◇成熟市場として認識する「国内マーケット」における［収益基盤の確立］ 

◇成長市場として認識する「海外マーケット」における［構造基盤の強化］ 

（グローバルカンパニーとしての揺るぎない体制構築に繋がる成長戦略策の推進） 

を基本に据えた「中期経営計画」を策定しており、最終年度の取り組みを推進しております。 

 

当第１四半期の業績につきましては、『国内食品事業』、『国内化成品その他事業』、『海外事業』がそれぞれ

前年同期を上回る実績を確保し、売上高は214億69百万円（前年同期比2億63百万円、1.2％増）となりました。 

利益面では、『国内食品事業』及び『国内化成品その他事業』では、売上伸長、効率的オペレーションの推進等

により、前年を上回る利益を獲得したものの、『海外事業』においては、前年より大きく利益が減少しました。こ

の結果、営業利益は17億81百万円（前年同期比90百万円、4.8％減）、経常利益は18億22百万円（前年同期比0百万

円、0.1％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、特別利益として理研食品（大連）有限公司

の関係会社清算益を計上したことにより、14億0百万円（前年同期比79百万円、6.0％増）となりました。 

 

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

 

〔国内食品事業〕 

『家庭用食品』では、海藻商品において、「ねばねば海藻サラダ」が高評価で実績化に貢献しましたが、「ふ

えるわかめちゃん®」が伸びを欠き売上は前年から微増となりました。また、食塩・化学調味料無添加の「素材力

だし」が前年より微減、市販ドレッシングでは、ノンオイル品、サラダデュオ®シリーズともに前年同期を下回り

ました。 

『業務用食品』では乾燥わかめの売上減少があったものの、冷凍海藻等の着実な伸長や調味料スープ関係の着

実な実績化もあり、売上は前年同期を上回りました。 

『加工食品用原料等』では、ユーザーニーズに的確に応えたソリューションビジネスの展開により、食品用改

良剤分野での売上が堅調な実績推移を示したことに加え、ビタミンＥ等の売上も着実な伸長を示し、前年同期を上

回りました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から72百万円（0.5％）増加した147億21百万円となり、営業利

益は17億94百万円（前年同期比1億21百万円増）となりました。 

 

〔国内化成品その他事業〕 

プラスチック・農業用フィルム・食品用包材・ゴム製品・化粧品などの工業用分野に、加工性向上および帯電防

止・防曇等の機能性を付加する『化成品（改良剤）』では、潤滑油用製品が好調に推移し、部門全体の売上は前年

同期を上回りました。 

また、『その他』の事業では、飼料用油脂の売上が前年同期を下回りました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から95百万円（6.6％）増加した15億36百万円となり、営業利益

については1億86百万円（前年同期比42百万円増）となりました。 
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〔海外事業〕 

改良剤分野において、情報発信基地としての役割を担う「アプリケーションセンター」の機能を活かす中で、ア

ジア・欧米をはじめとする各エリアの既存市場での深耕はもとより、成長が見込める新市場の開拓・販売拡大に取

り組む活動を推進した『改良剤』分野においては、ソリューションビジネスの着実な展開により実績拡大に向けた

対応を推進しました。 

同様に、水産加工品が高いウエイトを占める青島福生食品有限公司（中国）においても、実績化に向けた取り組

みを推進しました。 

しかし、市場における販売競争の激化もあり、営業利益は減少しました。 

 

この結果、当セグメントの売上高は、前年同期から1億52百万円（2.8％）増加した55億23百万円となり、営業損

失1億2百万円（前年同期比2億22百万円減）を計上しました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は1,122億34百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億86百万円増加し

ました。主な増加は、投資有価証券22億75百万円であります。 

負債は540億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億13百万円減少しました。主な減少は、短期借入金9億

37百万円であります。 

純資産は582億16百万円となり、前連結会計年度末に比べ43億0百万円増加しました。主な要因は、利益剰余金が

親会社株主に帰属する四半期純利益の計上で14億0百万円増加し、配当金の支払で5億24百万円減少しました。ま

た、自己株式が新株予約権の行使による処分で17億50百万円減少し、その他有価証券評価差額金が15億76百万円増

加しております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成29年４月27日発表の第２四半期累計期間及び通期の業績予想は修正しておりません。今後の事業環境の変化

を見極めた上で、見直しの必要が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

- 3 -

理研ビタミン㈱（4526）平成30年３月期　第１四半期決算短信



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,017 17,697 

受取手形及び売掛金 22,351 22,044 

電子記録債権 481 483 

商品及び製品 6,179 6,810 

仕掛品 3,061 3,294 

原材料及び貯蔵品 8,106 8,261 

その他 2,130 2,188 

貸倒引当金 △273 △263 

流動資産合計 60,054 60,516 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 12,399 12,258 

機械装置及び運搬具（純額） 11,923 11,525 

その他（純額） 3,915 4,199 

有形固定資産合計 28,238 27,982 

無形固定資産 774 740 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,699 20,974 

退職給付に係る資産 816 960 

その他 1,101 1,095 

貸倒引当金 △36 △36 

投資その他の資産合計 20,580 22,994 

固定資産合計 49,593 51,717 

資産合計 109,648 112,234 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 7,888 7,964 

電子記録債務 345 244 

短期借入金 13,956 13,019 

未払法人税等 1,068 573 

引当金 1,105 334 

その他 6,299 6,155 

流動負債合計 30,664 28,291 

固定負債    

長期借入金 19,192 19,159 

退職給付に係る負債 195 195 

その他 5,678 6,371 

固定負債合計 25,066 25,726 

負債合計 55,731 54,017 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,537 2,537 

資本剰余金 2,718 2,973 

利益剰余金 53,771 54,647 

自己株式 △15,483 △13,732 

株主資本合計 43,544 46,425 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 9,124 10,700 

繰延ヘッジ損益 1 8 

為替換算調整勘定 481 346 

退職給付に係る調整累計額 224 195 

その他の包括利益累計額合計 9,831 11,251 

新株予約権 6 － 

非支配株主持分 534 539 

純資産合計 53,916 58,216 

負債純資産合計 109,648 112,234 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 21,206 21,469 

売上原価 14,303 14,590 

売上総利益 6,902 6,878 

販売費及び一般管理費 5,030 5,097 

営業利益 1,872 1,781 

営業外収益    

受取利息 8 12 

受取配当金 214 211 

その他 40 25 

営業外収益合計 264 248 

営業外費用    

支払利息 156 163 

為替差損 36 31 

自己株式取得費用 73 － 

支払手数料 8 8 

その他 36 3 

営業外費用合計 312 207 

経常利益 1,823 1,822 

特別利益    

補助金収入 1 51 

関係会社清算益 － 138 

特別利益合計 1 189 

特別損失    

固定資産売却損 7 － 

固定資産除却損 19 17 

固定資産圧縮損 － 23 

特別損失合計 27 41 

税金等調整前四半期純利益 1,798 1,970 

法人税等 470 575 

四半期純利益 1,327 1,395 

非支配株主に帰属する四半期純利益 7 △4 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,320 1,400 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 1,327 1,395 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △774 1,576 

繰延ヘッジ損益 △31 7 

為替換算調整勘定 △1,384 △125 

退職給付に係る調整額 △10 △28 

その他の包括利益合計 △2,201 1,429 

四半期包括利益 △874 2,824 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △821 2,819 

非支配株主に係る四半期包括利益 △53 5 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 14,614 1,440 5,151 21,206 － 21,206 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
34 － 219 254 △254 － 

計 14,649 1,440 5,371 21,460 △254 21,206 

セグメント利益 1,673 143 120 1,937 △65 1,872 

(注)１．セグメント利益の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△95百万円、たな卸資産の調整

額29百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
国内 

食品事業 
国内化成品
その他事業 

海外事業 合計 

売上高            

外部顧客への売上高 14,654 1,536 5,279 21,469 － 21,469 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
67 － 243 311 △311 － 

計 14,721 1,536 5,523 21,781 △311 21,469 

セグメント利益又は損失

（△） 
1,794 186 △102 1,879 △97 1,781 

(注)１．セグメント利益又は損失の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用△98百万円、たな卸資

産の調整額1百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。
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